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3

1 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

学校・家庭・地域が連携し、総合的な教育支援を推進する

学校支援地域本部事業の推進

活動内容

　市内の全小・中学校を対象として、学校で必要とする活動と地域住民の知識と経験をマッチ
ングさせ、地域の方々をボランティアとして派遣するなど、地域の教育力を学校教育へ活用す
るものであり、より効果的な学校運営を支援するとともに、地域ぐるみで子どもをはぐくむ環境
の整備を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　５月には文科省派遣講師を活用した研修会、2月には視察研修会を開催したほか、県教育
委員会主催の研修会にも積極的な参加を要請し、コーディネーターのレベルアップを図っ
 た。
　また、各本部については限られた予算の範囲内で工夫された活動が実施され、子どもたち
の社会性・自主性などを育むとともに、地域の活性化・教育力の向上や子どもが安心して暮ら
せる環境づくりの推進が図られた

課題等

　学校支援地域本部の基礎となるのはコーディネーターとボランティアなの
で、今後も引き続きコーディネーターの資質向上を図り、学校と家庭・地域
を結び、さらなる事業の周知と地域の新たな人材の掘り起こしが求められ
 る。

　学校・公民館と連携し、学校と家庭・地域との橋渡し役を果たしていただきたい。

放課後児童健全育成事業及び放課後子ども教室推進事業の実施並びにわくわく土曜教室推進事業の実施

活動内容

　放課後児童（低学年）を対象として、「安全･安心」をを第一に充実した放課後を過ごせる場
を提供することを目的とし、「放課後児童クラブ」については、未実施３校のうち南小学校と花
岡小学校２校の実施を目指す。　さらに、土曜日等の支援として体験活動や学習機会を提供
する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　放課後児童クラブ未実施であった２校の開設は、今年度準備期間となり４月１日開設となる。
今年度から計画した樹海体育館でのスポーツ交流会や恒例となったドッジボール大会も盛況
に行われ、他校の児童やクラブ指導員との交流が図られた。職員の資質向上を目的とした研
修の参加率もよく、子どもたちは安全に、預ける保護者は安心して預けることができる場所とし
てスキルアップを図った。

課題等

　放課後児童総合プランが国から示され、放課後児童クラブと放課後子ど
も教室の一体化が望まれているが、当市の場合は直営、委託、指定管理と
さまざまな形態で実施されており、それぞれ地域性を考慮して対応してい
かなければならない。放課後児童クラブ未実施の矢立小地域については、
再度アンケートを実施し来年度の開設に臨む。
　登録希望者の多い児童クラブについては、新たな児童クラブの開設につ
いて、小学校の空き教室の活用ができるよう課題を克服していかなければ
ならない。

　今は、子どもたちにとってさまざまな危険があり、子どもを預ける保護者にとっては大変ありが
たい事業。頑張って継続していただきたい。
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3

1 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

④ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

学校・家庭・地域が連携し、総合的な教育支援を推進する

家庭教育の充実

活動内容

　家庭教育推進事業の一環として、市内幼稚園、保育園、小・中学校を対象に「子育て講座
（40講座）」を開催する。また、「おしゃべり広場ひだまり」は子育てサポーターと連携し、子育て
中の親を対象に育児の悩みや不安解消を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
  「おしゃべり広場ひだまり」も家庭教育推進チームの企画・アイディアが形となり、社会情勢に
合わせた子育て中の親のニーズに合わせたものが多かった。食育では、発酵食品の良さを伝
える『一杯の味噌汁プロジェクト』を開催、参加者は朝食の大切さを感じ取った。子育て親子が
孤立しないように地域人と触れ合え交流できる場を提供できるよう、企画の段階で地域の情報
収集をする必要性がある。子育て講座の内容も親子の触れ合いを目的にしたものに加え、し
つけなどの人間形成に付随する講話など多種多様であった。

課題等

  「おしゃべり広場ひだまり」は、親子で参加しやすいように日曜日の開催も
検討。講師は、地域の方々が講師（まちゼミの講師）に、まちの活性化のイ
ベントとコラボできるようなメニューを考えていく。子育て講座は、周知の段
階で学校等のニーズを確認し、キャンセルが出ないようにする。

　日曜日開催はいいアイデア。平日就労している親にとって、日曜日開催はありがたいことと
思う。

達人講座の継続実施

活動内容

　地域のサークル等の講師（達人）が、小・中学生（親子含む）を対象にボランティアで講座を
開設し、１９講座を実施する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　平成20年度で委託事業が終了した後も、地域の達人の厚意によりボランティアで実施してい
る。昨年度並みの小学生216人、保護者85人が参加した。また、茶道とポーセラーツの受講者
は生涯学習フェスティバルにおいて活動披露や作品展示の機会を設けることができ、子ども
たちの励みになったと考えられる。

課題等

　 引き続き、地域の教育力を生かして子どもたちへの体験活動を継続させ
ていくとともに、新たな講座の開講に向けて、事業の周知に努め新たな達
人の掘り起こしが求められる。

　発表の場を設けるのは、受講者にとって励みになり、いいこと。引き続き継続していただきた
 い。
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3

1 担当課（館）

⑤ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

学校・家庭・地域が連携し、総合的な教育支援を推進する

音楽療法士派遣事業

活動内容

　継続事業として、小中学校からの派遣依頼を受け、特別支援学級在籍児童に対し音楽療法
を実施し、児童の情緒の安定を図る。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　25年度からは、音楽療法士の任用が終了したことから、１コマごとの謝金で実施している。
　26年度は昨年度に引き続き依頼を受けた市内３小中学校と新規の１小学校の特別支援学
級で計36コマを実施した。また、新規要請はあったものの１校の増加にとどまっており、予算の
都合上、他事業を活用して実施している状況である。

課題等

　2７年度も各校の要望に応じて派遣していく予定であるが、年々予算の縮
小により開催可能回数が減少してきており、新規要望に沿える実施状況に
ないのが現状である。音楽療法の特性上、即効性があるものではなく、長
期的なかかわりの中で子どもの心の変化、情緒の安定に資するものである
ため、少ない予算の中で工夫して事業の継続を図っていきたい。

　音楽療法は、心身障害児にとって非常にいいものであり、予算的に厳しいだろうが頑張って
継続していただきたい。

活動内容

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

課題等
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3

2 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

青少年の健全育成と地域活動の促進に努める

青少年健全育成活動の充実

活動内容

　青少年健全育成推進方針を策定し、関係機関と連携を図りながらさまざまな活動を実施し、
青少年健全育成に対する市民の意識高揚と青少年健全育成のための環境整備を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　毎年７月開催の「青少年を非行から守る市民のつどい」を 重点事業に掲げ、関係機関や
団体と連携して開催し、市民の意識高揚に努めたとともに、今年度はパレード終了後に防犯
文集「和気」に入選した作文の発表を行い、青少年を取り巻く環境整備・浄化に努めることが
できた。

課題等

　上記事業実施にかかる期間外での啓発活動では、関係機関、関係団体
との連携をより密接にしながら、青少年健全育成に対する市民の意識高
揚、環境整備などさまざまな活動を通して青少年の健全育成を図っている
が、青少年への情報端末などの普及により、取り巻く環境が複雑化している
ので、それに合わせた対応が必要となってきている。

　「青少年を非行から守る市民のつどい」の実施は、日ごろ、各方面で活動している人たちに
とって、自分たちのやりがいにも通じる。継続していただきたい。

少年相談センターの活動の充実

活動内容

　青少年が抱える悩みや問題を解決するための相談活動や補導員による巡回活動のほか、
関係機関・団体、学校等と連携した様々な活動を行うことにより、青少年の健全育成を図る。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　センターにおける相談活動や関係機関・関係者との定期的な協議、補導員の街頭パトロー
ル、合同巡視など、予定を上回る活動を行い青少年の抱える問題の解決に努めているほか、
学校教育現場の中で問題を抱える児童への支援にも貢献している。

課題等

　引き続き各関係機関等と連携し、街頭パトロールや合同巡回など、青少
年健全育成のための環境維持に努める。

　所長にいい人材をあて、すばらしい実績をあげている。このまま継続していただきたい。
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３－２－２

3

2 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

④ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

青少年の健全育成と地域活動の促進に努める

関係機関への支援

活動内容

　青少年育成大館市民会議、大館市子ども会育成連合会、大館地区少年保護育成委員会な
ど、青少年健全育成関係団体に活動費の補助や活動支援を行うことにより、地域の青少年健
全育成活動の充実を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　上記のほかに、ボーイスカウト秋田第４団など、社会教育にかかわる団体へ補助金を交付
し、活動費の補助を行ったほか、事務的な面でも活動を支援している。

課題等

　今後も市の予算の範囲内で補助金を交付し、連絡を密にして活動内容
の把握に努め支援を継続する。

　いくらかでも援助していただければ、活動している人たちにとってはありがたいこと。支援を
継続していただきたい。

公民館事業への青少年の参加促進

活動内容

　各公民館が小・中学生、高校生を対象とした事業を学校休業日を利用して開催し、参加を
促進する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　各公民館とも、小中学生を対象とした事業を夏・冬休み中や日曜日に実施している。書初
め、将棋や囲碁教室、野球大会、職場見学、きりたんぽづくりなど。高校生には、むしろボラン
ティアとして参加をお願いし、年少者の手助けをしてもらったりしているが、年少者は高校生と
の活動を大変喜び、高校生はそのことに充実感を持つ様子が感じられる。。また、25年度から
活動している高校生ボランティアＨＡＣＨＩも、駅ＯＮＥ（あおぞらいち）に参加したり、他市の高
校生の活動を見学・交流し、地域のまちづくり参加者から注目されている。

課題等

　参加者が固定されてきているのではないかとの懸念があるが、新しい事業
を取り入れながら、新規参加者が年々増えていくよう配慮したい。

　大変良いと思います。小・中学校等と連携して今後も頑張っていただきたい。
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3

3 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用に努める

社会教育委員の活動の充実

活動内容

　生涯学習推進計画や社会教育推進計画等、社会教育推進のための基本方針や重点施策
を策定し、教育委員会点検・評価に対する必要な意見・提言を行い、社会教育活動の推進を
図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　昨年度に続き、教育委員との合同の学校訪問を実施したほか、北教育事務所主催の学校
訪問にも同行し、地域と学校の繋がりを知り、社会教育委員の活動の糧となった。東北研究大
会では、当市のふるさとキャリア教育について他の地域に発信する機会を得て、社会教育委
員の活動に繋げている。

課題等

　学校訪問等で得た学校と地域との繋がりの中で、社会教育委員として何
かできることを探り、みえる活動を展開していきたい。

　かつては社会教育委員が学校訪問をすることはなかったが、学社連携・融合に社会教育委
員の学校訪問は大変いいことだと思う。

生涯学習推進体制の充実

活動内容

　生涯学習に関する市民の意見・要望を反映させるため、関係相互団体と連携し、生涯学習
推進協議会において協議するとともに、地域において学習活動を奨励するため、学習奨励員
の自己研鑽と活動の充実を図る。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　生涯学習推進協議会においては、7/24に協議会を開催し、平成26年度生涯学習推進計
画・大館市社会教育中期計画・単年度計画についてを案件とし、各委員からさまざまな意見
等が出された。また、生涯学習奨励員においては、個人の活動のほか、総会及び自主研修会
の開催、生涯学習フェスティバルへの協力、県及び北鹿地区総会・北鹿地区研修会への参
加など活動を行っているが、参加者の固定化が見られる。

課題等

　生涯学習奨励員の活動において、会議や研修等各活動への参加者の固
定化の改善はなかなか難しく、より多くの奨励員に参加いただけるよう、日
程等も含めて方策の検討が求められる。

　生涯学習奨励員は大事な役目を担っている。頑張って活動の継続をしていただきたい。

- ２０ -
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3

3 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

④ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用に努める

人材リスト「おおだて人財名簿」の充実と活用

活動内容

　高等教育機関（大学、短大）や学校ボランティア、公民館等からの新規人材の発掘をし、特
技や知識をもつ市民を「人財」として募集・登録し、学校や公民館など様々な学習活動の場で
活用を促す環境の整備を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　23年度から加除式にしたため事務局の負担は減少している。今後も市民や各団体等へ登
録者の募集や名簿の活用を呼び掛けながら一層の充実を図る必要がある。2７年２月末時点
で160人、11団体が登録している。

課題等

　高齢化による登録取消希望者が増えつつあるため、新規の分野や人財
の発掘に努めるとともに、学校や公民館など関係機関への活用の周知に
力を入れていかなければならない。また、登録者同士が情報交換できる場
の設定や活動実績の紹介が求められている。

　生涯学習の流れの一環として、きちんと名簿の加除・修正をしていただきたい。難しいかもし
れないが、できれば若干でもいいので人財の活動実績が見える形にすれば、仕事が進めや
すくなるのではないか。

「大館市出前講座」の充実と活用

活動内容

　市民の自主的な学習活動を支援するため、市の制度や事業等について市職員が出向いて
説明を行う「出前講座（46講座）」を実施する。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　３月６日現在、94件2、614人の受講者がある。今年度は新たに「空き家バンク」ってなに？・
ワンだふるはちくんダンス講座・文化財の紹介・大館の風穴の４講座を追加し、件数、受講者
とも昨年を上回っている。また、メニュー提供課の熱意と工夫により、市民の学習ニーズを満た
すことに一定の役割を買っている。

課題等

　引き続き市民の学習要望に応えていくとともに、今後も市民の学習活動
や市の情報提供に活用されるような講座の提供に努めていく。

　市職員が出向き、市民ニーズに応えるとてもいい講座。頑張って継続していただきたい。

- ２１ -
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3

3 担当課（館）

⑤ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

⑥ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用に努める

「生涯学習フェスティバル」の実施

活動内容

　社会教育施設、各種機関・団体等に協賛・参加を呼びかけ、生涯学習に関する実践活動の
発表の場や理解する機会を提供し、市民一人ひとりの生涯学習への意欲を高める。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　達人講座、児童館、工業高校、子育てグループ等の協力を得てミニステージや企画展、
ブースの開設（ものづくりコーナー、児童館・子育てサポーターの活動紹介、大館の食文化、
ハンドトリートメントコーナー）など前年以上に内容の充実を行い、広く生涯学習に触れる機会
となった。
　また、特別講演会「田中理恵氏オリンピックへの道」を開催し、多くの市民にご参加頂き、市
民の生涯学習に対する啓発及び機運の向上が図られた。

課題等

　今後も効果的な開催となるよう、各団体と協議・調整し、継続的な生涯学
習実践発表の場となるよう努めるとともに、多くの市民が生涯学習に触れる
機会の提供に努める。

　効果的な開催となるよう開催日時の調整さえ気をつけていただければ、やっていることはとて
もいいことなので継続を願いたい。

「大学公開講座」の実施

活動内容

　市民の多様化・高度化した学習要望に応えるため、地域の高等教育機関との連携による公
開講座を開催する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　第20回となる「大学公開講座」を秋田看護福祉大学の協力のもと7/2～4の日程で開催し、
秋田看護福祉大学の教授陣に各専門分野についてわかりやすく講義していただいた。チラシ
配布のほかに、前々年度、前年度参加者や参加テーマに関係する施設や団体への案内を
行ったことから、 近では も多い受講者となった。

課題等

　大学側では講師の選定やテーマに苦慮しているようであるが、市民に関
心ある内容をテーマとして開催することが今後の課題である。　より多くの市
民の参加を集うためさらなる検討が必要である。

　学習したいという意欲を持った高齢者は多いと思うので、そういう人たちにはとてもいい機
会。ぜひ継続していただきたい。

- ２２ -
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3

3 担当課（館）

⑦ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

⑧ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用に努める

高齢化社会に対応した生涯学習の充実

活動内容

　公民館サークル活動等の学習成果を生かす場の拡充や、高齢者の豊かな体験・知識・技
術・特技を生かす場を充実させる。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　各公民館とも、サークルまつりや公民館まつり、地区文化祭を開催、また中央公民館の老壮
大学や地区公民館の高齢者学級でも、作品展示や芸能発表の場を設けて学習意欲を高める
よう配慮している。小学生の書初めは、高齢者に指導をお願いしており、世代交流の場にも
なっている。

課題等

　中央公民館のサークルまつりでは、他施設での活動日と重なることもあっ
て作品展示参加者が減少しているが、来場者の興味を引くような体験コー
ナーをつくったり、会員の意見を聞きながら環境を整えていきたい。

　生涯学習奨励員の活用をさらに考慮していただきたい。また、これから高齢者がますます増
えることからも、高齢者に自身が必要とされているという生きがいを持たせることは大変良いと
思います。

公民館事業の充実と参加促進

活動内容

　公民館の各種事業の内容を充実させ、魅力ある講座を開催する。さらに参加者の動向をみ
ながらレベルアップを図ることで、活発な公民館活動を展開する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　事業終了後には感想を聞いて、参加者の意向をくみ取るように努力している。参加者に配
慮しながら事業を展開していきたい。

課題等

　事業内容がマンネリ化しないよう、ＮＰＯや民間の出前講座も利用しなが
ら、新しい講座を充実させていきたい。

　大変と思われるが、マンネリにならないようにさらに工夫を凝らしていただきたい。

- ２３ -



３－４

3

4 担当課（館）

① 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

高校生・青年層の生涯学習ボランティア活動を推進する

高校生・青年層対象の生涯学習ボランティア養成講座の実施

活動内容

　高校生や若い世代に公民館活動の紹介と、生涯学習ボランティア活動を体験してもらい、
公民館の積極的な活用を促進する。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　25年度から活動している高校生まちづくり会議「ＨＡＣＨＩ」は、自ら企画した事業を地域行事
の中で実施したり、市のイベントにボランティアとして参加するなど、積極的に活動している。
その活動は全国から注目され、全国公民館大会でも事例発表を行った。

課題等

　高校の学校行事もあり、活動参加者が少ない時期もあるが、今後卒業生
にも参加を呼びかけ、活動の幅を広げていきたい。また、小・中学性にも
「ＨＡＣＨＩ」の活動を紹介して参加を呼びかけ、活動の継続を図っていきた
 い。

　学校統合により、行事のすり合わせ等、やり易くなる面もあるかもしれません。HACHIのOBも
おおいに活用し、一般市民に広くＰＲするための工夫を凝らしてはどうか(例えば、ユニフォー
ムを揃えてみるなど)。　ボランティア講座等も上手に活用し、大館の良い点を認識させるととも
に、「だから大館に残って頑張る。」という人財を育成することも良い。

ふるさと元気づくりパワーアップ事業の実施

活動内容

　被災地での活動を継続することにより、高校生等の地域貢献の意欲向上に繋げ、地元での
活動の充実を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　 昨年度は、おおだて地域子ども元気づくり交流事業として、災害地への支援を行ったが同
事業としての継続はむづかしく、新たに被災地支援の行動がふるさとの元気づくりに繋がるこ
とを目的とし、10月から12月にかけ４回の「おしゃべり広場ひだまり」出前交流、「こどもハロー
ワーク」の出前活動に取り組んだ。41人の学生、サポーター・ボランティア26人、被災地からは
156人の参加となった。参加した子どもたちの感想をいただき、当市での活動の源となってい
ると評価される。

課題等

　事業内容はとても好評なので継続希望であるが、市の単独財源のみでの
事業の実施は認められず、国の補助金を探ることが課題となっている。被
災地支援より、参加した子どもたちの今後の活動に期待したい。
　出前交流についても、新たな講座の発掘に向けスタッフの研修を行って
いきたい。

　参加者も増え、継続していけば県外に大館の名も知れわたる、とてもいい事業。ぜひ継続し
ていただきたい。

- ２４ -
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3

5 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

地域や団体等の活動の促進及び支援に努める

地域活動団体への支援

活動内容

　大館市連合婦人会等、地域活動団体への補助・活動支援を行うことにより、地域活動の活
性化を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　市の予算の範囲内での補助金交付であり、交付額の減少により各団体のそれぞれの活動
内容が工夫されているものと思われる。

課題等

　今後も市の予算の範囲内で補助金を交付し、活動の支援をする。

　活動している人たちにとって、少しでも補助があるのはありがたいこと。支援を継続していた
だきたい。

地区住民や関係団体との連携強化

活動内容

　地域コミュニティ活動を支えるため、関係団体・関係機関と情報交換を行い、さまざまな角度
から支援を行う。また、その活動の様子を関係団体等に紹介することで連携を強化する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　地区公民館では地元の婦人会や地域の協議会等と共催で事業を行なったり、チラシ等の書
類の作成を手伝っている場合も多い。物品の調達で各公民館が協力し合うことや、事業に
よっては、まちづくり推進室や地元の短大等とも協力し合っている。地区公民館ではその様子
を新聞にして紹介している。

課題等

　地域の活動に公民館が協力するのはもちろんのことだが、自然災害が多
発しており、避難所開設訓練を行っている公民館もある。職員不足も懸念さ
れており、避難所として機能するためにも地区住民との連携は欠かせない
ため、より良い協力関係を築くよう努力していきたい。

　災害に備えて日頃から地域住民と連携し、年に何回かは関係団体の人を集めて、防災のノ
ウハウについて勉強会を行うこともよい。

- ２５ -
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3

5 担当課（館）

③ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

地域や団体等の活動の促進及び支援に努める

地域コミュニティ作りに向けた支援体制の強化

活動内容

　地域のコミュニティ活動拠点として、地区公民館の環境整備を行う。また、地区の特色ある事
業の支援を行う。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　27年２月には下川沿公民館新館が完成し竣工式が行われ、より良い活動環境を提供するこ
とができた。27年度は矢立公民館の移転と長木公民館改築に向けた設計委託が行われること
になっており、施設の環境整備が進んでいくことになる。地元の要望を受け入れながら整備し
ていくことで、積極的な公民館利用を図りたい。

課題等

　より広い施設や設備を、さらに積極的に活用されるような取り組みが必要
である。

　公民館の新築・改築に人口の動向も考慮すべきではないか。 少子化による人口減少が進
むおりから、公民館と小・中学校のコラボレーション(学校の空教室に公民館が居住する等)も
考える時期かもしれない。

活動内容

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

課題等

- ２６ -



３－６

3

6 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

「生涯読書」の推進と充実に努める

図書館運営に関する進行管理

活動内容

　指定管理者制度による図書館運営について、委託先の提案書に基づく適正な運営に対す
る必要な支援と指導を行い、図書館サービス向上を図り「生涯読書」を推進する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　月次会議を継続し、図書館運営の把握に努めている。初めて行われた指定管理者への監
査指導では事業への取り組みやホーム―ページの利用拡大など評価され、利用者増となっ
ていることから、指定管理制度の効果を認められた。今年度も意欲的に事業に取り組んでお
り、ホームページ、ブログでの施設内の案内や催し物の紹介等は新たな利用者の拡大に繋
がっている。
　施設の大規模修繕も行われ、大きな不安も解消された。

課題等

　魅力ある図書館運営ができるよう、指定管理者への要望には協議しなが
ら支援していきたい。図書館サービスの大きな課題となっている駐車場の
拡張については、機会を失することのないよう、対応していく。

　指定管理者制度導入でサービスが向上し、利用者が増えたのはいいこと。今後も支援の継
続をしていただきたい。

活動内容

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

課題等

- ２７ -



３－７－１

3

7 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

芸術文化の振興と伝統文化・伝統芸能の継承に努める

芸術文化団体への支援

活動内容

　大館市芸術文化連盟や比内芸術文化協会、田代地区芸術文化協会等、芸術文化団体に
対し補助を行うことにより、地域の伝統文化や伝統芸能の活動を支援する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　市の予算の範囲内での補助金交付を行っているが、各団体では補助金を活用しそれぞれ
の活動内容を工夫して運営しているものと思われる。

課題等

　各団体とも伝統文化・芸能の保存、継承に積極的に取り組んでいるので、
財政面や事務的な面でも支援していきたい。

　活動している人たちにとって、少しでも補助があるのはありがたいこと。支援を継続していた
だきたい。

芸術文化に関する事業の積極的な周知・活用

活動内容

　文化庁などが所管する各種事業等を、関係団体や文化施設、学校等に積極的に周知・活
用することにより、地域における芸術文化体験の機会を提供する。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　各種事業等の周知を行ってはいるが、募集条件に合致していなかったり自己負担が発生す
るなどにより活用に至ってないケースがほとんどで、26年度は「伝統文化親子教室事業」への
申請１件のみである。

課題等

　本物に接する機会は子どもたちの情操を豊かにするものであり、市単独
での実施は財政的に難しく、今後も引き続き市内各小中学校に対する申請
支援を強化・継続する。
　また、関係団体や文化施設等に積極的に周知し、活用を促すような指
導・助言などが求められる。

　子どもたちが本物に触れられる機会を持つのはとてもいいこと。積極的に事業の活用を促し
ていただきたい。

- ２８ -



３－７－２

3

7 担当課（館）

③ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

④ 中央公民館

取組の方向性

□　継続

■　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

芸術文化の振興と伝統文化・伝統芸能の継承に努める

生涯学習フェスティバル・文化祭を通じた芸術文化の振興

活動内容

　生涯学習フェステバルや文化祭等で関連サークル等へ活動や発表の場の提供や支援をす
 る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　生涯学習フェスティバルは、さまざまな見ごたえある作品展示や体験コーナーがあり、毎年、
見学するのを楽しみにしている市民もいる。サークル会員は、その時期に合わせて作品を完
成させるよう計画して活動しており、会員の大きな励みになっている。

課題等

　毎年たくさんの市民が見学に訪れるため、駐車場の不足を解消するよう
近隣の駐車場を確保するなど対策を講じている。駐車場係の増員・会場の
動線の工夫など、より楽しく市民が参加できるよう考えていきたい。

　生涯学習フェステバルは、大変すばらしいと思います。さらにアイディアを盛り込んで一層頑
張っていただきたい。

地区公民館、地域、学校等の連携による郷土芸能継承活動の充実

活動内容

　郷土芸能の保存継承のため、公民館は地域や関係機関と協力し、その活動を支援する。郷
土芸能の披露を公民館事業の中に組み込むことや、学校とも連携し、郷土芸能を授業の中で
紹介するなど、後継者の育成に協力する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　十二所公民館では、「十二所かまくらやき」を、継続していけるよう実行委員会に協力してい
る。また、新館が完成した下川沿公民館竣工式では川口獅子踊りが披露された。他地域でも
郷土芸能を引き継いでいく活動に公民館が協力していくことは日常業務の一つと捉えていくこ
とで、重点施策としては26年度で廃止する。

課題等

　地域の行事開催を公民館では協力しているが、ＰＲにも力を入れていきた
 い。

　これからも貸館等により積極的に協力はしていくということで、公民館が重点施策として中心
になってまで進めることとは少し違うと理解している。

- ２９ -



３－７－３

3

7 担当課（館）

⑤ 国民文化祭推進室

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

■　単年度

学識経験者
等の意見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

芸術文化の振興と伝統文化・伝統芸能の継承に努める

国民文化祭成功に向けての取り組み

活動内容

　国民文化祭の成功に向け各企画委員会と連携し、開催準備に積極的に取り組む。
　国民文化祭を円滑に開催することにより新しい文化の創造を促し、広く住民の文化活動へ
の参加意欲を喚起し、本市の芸術文化の振興を図る。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
 　プレイベントの経験を踏まえ、年度当初から企画委員会を開催し万全な態勢で取り組んで
きた。また、国文祭応援事業との連携、さまざまなイベントへの出演、新聞掲載などＰＲ及び出
店や秋田犬とのふれあい等のおもてなし事業を実施し集客に努めた。
　参加団体、観客数とも昨年のプレイベントを大きく上回り、大館市に大きな文化刺激と活力を
与えてくれた。観客数はマーチングが3,528人、ゴスペルが１日目(文化会館）844名、２日目
(ドーム)2,000名、食文化が3,000名、ゼロダテ美術展が11,217人となった。

課題等

　国民文化祭終了後、受験や進学、その他の理由により、地元のマーチン
グバンドの｢テダオーレ｣、ゴスペルクワイヤの「ジョイフルシンガーズ」とも会
員が減少している。
　27年度は｢アフター国文祭」として、｢テダオーレ｣の運営は市からの補助
金、「ジョイフルシンガーズ」のイベント開催は県からの補助金を活用しなが
ら芸術文化の振興を図るとともに、体験やワークショップ等をとおし会員確
保を促す必要がある。

　｢テダオーレ｣、「ジョイフルシンガーズ」が継続して活動していけるよう補助金や活動の場等
の支援をしていただきたい。

活動内容

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

課題等

- ３０ -



３－８－１

3

8 担当課（館）

① 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

文化財の保護と調査及び郷土資料の収集、保存、活用の拡充に努める

ニホンザリガニ生息地の緊急調査事業を行う

活動内容

　専門家による組織を立ち上げ、天然記念物指定地の状況を調査し、今後の取り組み方法を
模索する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
  緊急調査委員会を立ち上げ、２回の会議を開催した。調査については、専門業者に依頼
し、結果を調査委員会に報告し、次年度の事業展開について検討を重ねた。結果として、指
定地周辺では生息が確認できなかったため、次年度には①継続調査、②水質水脈調査、③
DNA解析調査を実施することになった。

課題等

  なんといっても指定地周辺での生息が確認できていないことが大きな問
題。餅田の個体については、前回調査時と同様に生息が確認されている。
前回調査時には、餅田の生息地を追加指定する方向での結論が出された
が、頓挫しているため、天然記念物指定を継続するための方向性をどこに
求めるのかが問題である。

　大館市内で考えると小中学校の理科教諭などからも情報を得るなど、できるだけ多くの情報
を集めて調査を継続し、結果に結びつくように尽力されたい。

市内遺跡発掘調査及び記録・出土品整理

活動内容

特に（市）新庁舎建設に伴う予定地については、全体スケジュールを把握し、試掘等の調査を
行う。調査結果は、今後の建設計画に反映することになる。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
  新庁舎建設予定地となっている現庁舎周辺、市民体育館付近の３カ所を試掘することがで
きた。大館城については、これまで絵図等の資料しか無かったが、試掘の結果、絵図を裏付
ける形で地下に痕跡が残っていることが確認できた。大館城跡に関する科学的データとして
は、初めての実績で、新発見と言えるものであった。

課題等

  現時点では、市民体育館付近が 終予定地となっているため、今後の作
業は市民体育館の解体等のスケジュールが決まらないと着手できない。庁
舎建設の全体スケジュールから考えると、発掘調査を実施できる期間は限
られてくる。支障をきたさないように、現在の担当者一人体制を強化するとと
もに、十分な予算措置が必要になる。

　大館の歴史、文化財を守るために、今後も継続して取り組んでいただきたい。

- ３１ -



３－８－２

3

8 担当課（館）

③ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

④ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

文化財の保護と調査及び郷土資料の収集、保存、活用の拡充に努める

ホームページを活用した効果的な情報発信

活動内容

　博物館、関連施設の情報、文化財・収蔵品等のデータを適切に管理し、ホームページの情
報を随時更新しつつ、効果的な情報発信を行う。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
  企画展の紹介や展示品の異動等、 新情報を提供するように努めている。また、出前講座
などにも活用し、広く情報発信している。

課題等

  当方のホームページは、相当なボリュームがあるため、なかなか全部は見
てもらえていないような印象である。もっともっとＰＲが必要であり、見せ方を
工夫するなどして、常に新しい表情をつくる工夫が必要である。公民館等
公共施設のワイファイ環境を利用して、教材としてＨＰを活用することも課題
である。

　学校教育、生涯学習と大いに連携して、大館の良さを再発見していただくような取り組みを
期待したい。

展示替えと企画（特別）展の開催強化

活動内容

　前年度に続き、さらなる展示替えに取り組むとともに、例年の企画展のほかに新たな取り組
みを行う。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
  県立博物館や県埋蔵文化財センターの協力をいただき、企画展やセミナーなどを開催する
ことができた。セミナー、講演会の参加者数は大人数ではなかったが、質の高い内容で、参加
者には好評であった。その他、創作陶器人形展や、おひなさま展、茶会なども開催することが
できた。子ども科学室や展示館についても、若干の展示替えを試みている。

課題等

 　職員体制も十分とは言えない現状で、企画展等については、できるだけ
外部団体等に協力をお願いして開催する必要がある。子ども科学室につ
いては、当面手づくりで、常に新しい取り組みを考えていく必要がある。展
示替えについては、かなり大胆に考えて実施しないと、変わったという実感
を持っていただけないのが悩みのタネである。

　庁内、教育委員会各部局と連携した事業展開を図るとともに、老人クラブ連合会、高齢者団
体などもターゲットに、誘客を図る取り組みも考えてはどうか。

- ３２ -
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8 担当課（館）

⑤ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

⑥ 郷土博物館

取組の方向性

□　継続

■　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

文化財の保護と調査及び郷土資料の収集、保存、活用の拡充に努める

秋田三鶏記念館の孵化事業の安定化

活動内容

　入卵数の目標を受け入れ上限である600個に設定し、有精卵の70％を上回る孵化率を目標
として、平成２６年３月から６月まで実施する。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
  入卵数は、目標の150％を超える943個を数え、532個の有精卵のうち460個の孵化（86.5％）
を達成することができた。

課題等

  関係者の要望を 大限に考慮して事業にあたっているが、能力的には限
界である。また、対象の三鶏を飼育する関係者の高齢化が進み、飼育羽数
の減少が心配される。

　26年度は、目標を大きく上回る実績を残している。今後も頑張って取り組んでいただきたい。

比内地域・田代地域の歴史保全のあり方を検討する

活動内容

　比内地域においては、比内公民館内の民俗資料室リニューアルに取り組む。田代地域につ
いては、田代公民館や小畑勇二郎記念館を活用しての資料展示を模索する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
 　比内公民館の民俗資料室については、一定の展示替え（リニューアル）を実施し、９月から
ふるさと探検号や市内各校の学習に供用することができた。

課題等

 　比内については、展示していない収蔵品をどうするかという課題がある。
これ以上の展示は無理であることから、新たな収蔵品は増やすことはできな
い。田代地域については、地元の研究者と共に、展示の内容や場所などを
ゼロから考える必要がある。

　比内の民俗資料館のリニューアル等、一定の目標を達成している。これ以上必要ないという
ことではなく、比内、田代ともに、町史資料等の整備がある程度完成されている状態なので、
以後は関係資料の保管や整備など、通常業務として取り組んでいただきたい。

- ３３ -


